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合併問題懇談会報告①

院号去1司同
-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.・.肩万吉7肩 1 1: , 町村吾許Eラ示τ， IÐJ戻両官さ瓦面主奇声を蘭方吾ていただこうと、大西町長を.

はじめとする町理事者、また議会側からは合併検討特別委員会委員が町内 15公民館にお伺いし、合併.

問題懇談会が開催されました。今月号と来月号で、その懇談会に参加された皆さんかう出されたおも.

なご意見等、懇談会の様子について、簡単にまとめたものを掲載したいと思います。

は
じ
め
に
大
西
町
長
か
ら
あ
い

さ
つ
が
あ
り
ま
し
た

。

(お
も
な
あ
い
さ
つ
内
容
)

現
在
、
日
本
全
国
が
市
町
村
合

併
と
い
う
大
き
な
時
代
の
流
れ
の

中
で
揺
れ
動
い
て
お
り
、

川
内
町

も
同
様
に
合
併
の
論
議
は
避
け
て

通
れ
な
い
重
要
な
課
題
と
捉
え
て

お
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
今

回
、
住
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
お

聞
き
す
る
た
め
、
町
内
十
五
箇
所

で
懇
談
会
を
開
催
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
に
多
く

の
方
が

一
緒
に
考
え
て
頂
け
る
と

い
う
こ
と
で
大
変
心
強
い
限
り
で

す
。

合
併
と
い
う
の
は

、
歴
史
上
、

そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
要
請
に
応
じ

て
繰
り
返
さ
れ
(
明
治
、
昭
和
の

大
合
併
な
ど
に
つ
い
て
説
明
)
、

今
回
の
合
併
で
も
、
現
代
的
要
因

(
少
子
高
齢
化
、
環
境
問
題
、
厳

し
い
財
政
状
況
な
ど
を
説
明
)
に

よ
り
、
国
は
約

三
千
余
り
あ
る
市

町
村
数
を
約

一
千
以
下
に
ま
で
減

ら
そ
う
と
し
て
い
ま
す

。

合
併
に
伴
う
選
択
肢
は
主
に

「
合
併
を
し
な
い
」
、
「
基
本
パ
タ

ー
ン

で
合
併
」
、
「
参
考
パ
ター
ン

で
合
併
」
の
三
つ
が
あ
る
と
思
う

が
、
あ
く
ま
で
も
決
定
、
判
断
す

る
の
は
住
民
の
皆
様
で
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
今
後
気
を
つ
け
な
い

と
い
け
な
い
の
は
、
合
併
の
方
向

が
決
ま
る
ま
で
の
事
業
の
取
捨
選

択
も
そ
う
で
あ
り
ま
す
し
、
例
え

ば
、
ど
こ
か
と
合
併
す
る
と
し
て

も
、

川
内
町
の
伝
統
や
文
化
、
地

域
の
つ
な
が
り
、
山
紫
水
明
の
緑

豊
か
な
自
然
な
ど
は
守
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と

を
念
頭
に
今
後
の
論
議
、
検
討
を

進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。

町
長
あ
い
さ
つ
の
後
、
町
職
員

よ
り
、
市
町
村
合
併
に
つ
い
て

、

配
布
資
料
に
基
づ
き
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

・
市
町
村
合
併
の
沿
革

.

市
町
村
合
併
の
必
要
性

.
合
併
パ
タ
ー

ン
に
つ
い
て

.
合
併
対
象
市
町
行
政
比
較

.

合
併
に
至
る
ま
で
の
手
続

.

合
併
に
よ
る
変
更
事
項

.

国
や
県
の
合
併
へ
の
支
援
策

続
い
て
懇
談
会
を
開
始
。

住
民

の
皆
さ
ん
か
ら
頂
い
た
、
い
く
つ

か
の
ご
質
問
を
要
約
し
て
と
紹
介

し
ま
す
。

住
民
V
合
併
は
ど
う
し
て
も
避
け

ら
れ
な
い
の
か

。

川
内
町
単
独

で
や
っ
て
い
け
な
い
の
か

。

行
政
マ
現
在
の
川
内
町
だ
け
で
な

く
全
国
的
に
財
政
状
況
は
悪
化

し
て
お
り
、
現
在
と
同
じ
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
今
後
も
維
持
し
て

い
く
の
は
非
常
に
困
難
な
状
況

で
す
。

期
限
内
に
合
併
す
れ
ば
、
固

か
ら
の
合
併
特
例
措
置
が
受
け

ら
れ
、
ま
た

、
少
し
で
も
ス
リ

ム
化
、
効
率
化
を
図
っ
た
足
腰

の
強
い
行
政
基
盤
を
つ
く
ら
な

い
と
今
後
増
加
す
る
で
あ
ろ
う

様
々
な
行
政
課
題
に
対
応
す
る

の
も
困
難
で
あ
る
と
予
想
さ
れ

ま
す
。

住
民
V
合
併
す
る
と
、
今
よ
り
行

政
サ
ー
ビ
ス
が
下
が
る
の
で
は

な
い
か

、

特
に
山
間
部
は
過
疎

化
が
進
む
の
で
は
。

行
政
マ
合
併
の
方
向
性
が
決
ま
れ

ば
、
合
併
の
賛
否
も
含
め
て
協

議
す
る
合
併
協
議
会
が
設
置
さ

れ
ま
す
。
そ

こ
で
、
住
民
の
皆

様
が
不
安
に
思
わ
れ
て
い
る
課

題
点
を
十
分
吸
い
上
げ
、
号
一口わ

れ
た
よ
う
な
不
安
を
解
消
す
る

た
め
の
対
応
が
可
能
で
、
な
お

か
つ
効
率
の
良
い
行
政
運
営
に

つ
い
て
検
討
さ
れ
ま
す
。

検
討
さ
れ
た
内
容
は
、
住
民

の
皆
様
の
ご
意
見
を
十
分
に
反

映
さ
せ
な
が
ら
建
設
計
画
と
い

う
形
で
ま
と
め
ら
れ
ま
す
が
、

住
民
の
同
意
が
得
ら
れ
な
か
っ

た
り
、
議
会
で
議
決
を
経
な
い

と
い
け
な
い
な
ど
最
終
段
階
ま

で
合
併
す
る
か
ど
う
か
と
い
う

の
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

住
民
V
合
併
協
議
会
の
構
成
メ
ン

。
、1
1
1
+
i
F。

,J

,su' 

行
政
マ
合
併
協
議
会
は
、
ま
ず
先

に
任
意
の
協
議
会
で
検
討
を
重

ね
て
か
ら
法
定
の
協
議
会
が
で

き
ま
す
。

そ
の
構
成
メ
ン
バ
ー
は
、

一

般
的
に
は
合
併
を
検
討
す
る
自

治
体
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
助
役
、

収
入
役
、
議
会
関
係
、
学
識
経

験
者
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
十
名
程

度
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

住
民
V
合
併
へ
の
住
民
の
意
見

は
、
こ
の
懇
談
会
で
聞
く

だ
け
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か
。

今
後
ど
う
や
っ
て
、
住
民

の
意
見
を
集
約
す
る
の
か

。

行
政

マ
住
民
の
意
向
を
と
る
方
法

に
は
、
先
進

地
の
状
況
で
は
、

ア
ン
ケ

ー

ト
調
査
や
住
民
投
票

な
ど
の
方
法
が
あ
る
よ
う
で
す

が
、
今
後
、川
内
町
と
し
て
は
、

今
年
中
に
性
別
、
年
齢
別
で
無

作
為
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
、
意
向
の
確
認
を
と

り
た
い
と
計
画
し
て
い
ま
す
。

住
民
V
国
も
財
政
が
厳
し
い
状
況

で
、
今
言
わ
れ
て
い
る
合
併
特

例
法
の
支
援
策
が
、
こ
れ
か
ら

先
に
減
少
し
た
り
、
無
く
な
っ

た
り
し
な
い
か

。

行
政
マ
全
国
町
村
会
で
も
、
そ
の

懸
念
に
つ
い
て
の

声
が
上
が

り
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い

よ
う
に
強
く
要
望
し
て
い
る

し
、
約
束
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。

住
民

V
市
制
と
町
制
で
の
遣
い

ゃ
、
メ
リ

ッ

ト
は
。

行
政
マ
普
通
、
市
に
な
る
に
は
、

人
口
が
五
万
人
以
上
必
要
な
の

が
、
今
回
、
期
限
ま
で
に
合
併

す
れ
ば
、
人
口

3

万
人
以
上

(
平
成
十
六
年
三
月
末
ま
で

)、

ま
た
は
、
四
万
人
以
上

(
平成

十
七
年
三
月

末
日
ま
で

)
で
、

市
に
な
れ
る
。

市
に
な
る
と
、
福
祉

事
務
所

の
設
置
、
今
ま
で
県
に
了
解
を

得
て
か
ら
で
な
い
と
で
き
な
か

っ
た
事
業
が
直
接
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
り
、
専
門
職
員
の
配

置
が
で
き
た
り
、
又
企
業
誘
致

な
ど
の
際
、
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー

の
面
か
ら
も
良
い
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。

住
民
マ
コ
ミ
の
問
題
、
清
掃
セ
ン

タ
ー
の
問
題
は
ど
う
な
る
の

カ
。

行
政
マ
環
境
問
題
へ
の
対
応
も
、

特
に
今
回
の
合
併
の
大
き
な
要

件
の

一
つ
で
あ
り
ま
す
。

現
在
、
川
内
の
清
掃
セ
ン
タ

ー

は
老
朽
化
の
た
め
に
ゴ
ミ
の

焼
却
処
理
が
不
可
能
な
状
態
に

な
り
つ
つ
あ
り

、
対
応
を
迫
ら

れ
て
い
ま
す
の
で

、

隣
町
で
あ

る
重
信
町
に

一
緒
に
ゴ
ミ
の
焼

却
に
つ
い
て
お
願
い
を
し
て
い

る
状
態
で
す
が

、

前
向
き
で
検

討
協
議
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

住
民
V
小
さ
い
学
校
は
統
廃
合
す

る
よ
う
な
こ
と
に
な
り
ま
せ
ん

か
。

行
政
マ
こ
の
こ
と
も
、
合
併
協
議

会
の
中
で
審
議
さ
れ
る
と
思
わ

れ
ま
す
が

、

合
併
条
件
の
中
で

、

学
校
が
統
廃
合
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

住
民
V
役
場
職
員
も
削
減
さ
れ
る

の
か
。

行
政
マ
職
員
は
公
務
員
法
に
よ
り

一
方
的
に
退
職
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
な
い
の
で
、
合
併
後
の
職

員
数
は
定
年
退
職
で
の
減
少

と
、
新
規
の
採
用
数
を
調
整
し

て
、
将
来
、
何
年
後
か
に
は
合

併
し
た
自
治
体
に
見

合
っ
た
職

員
数
に
な
り

ま
す
。

住
民
V
公
民
館
や
行
政
区
は
ど
う

な
る
の
か

。

行
政
マ
合
併
相
手
に
も
、
同
じ
よ

う
に
公
民
館
や
行
政
区
が
あ
る

の
で
、
合
併
協
議
会
の
中
で

他

の
自
治
体
と
協
議
、
す
り
合
わ

せ
を
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

住
民
V
今
後
の
合
併
の
手
続
な
ど

の
期
間
は
ど
の
く
ら
い
か
か
り

ま
す
か
。

行
政
マ
ま
ず
、
町
内
を
懇
談
会
で

回
っ
て

、
住
民
の
皆
さ
ん
の
声

を
聞
く
と
と
も
に

、
住
民
に
広

報
や
広
報
特
集
号
な
ど
で
情

報
・

資
料
を
提
供
し
、
合
併
検

討
の
気
運
を
高
め
て
い
た
だ
き

ま
す
。

そ
し
て

、
今
年
中

に
住
民
ア

ン
ケ

ー
ト
を

実
施
し
意
向
を

確

認
し
、
そ
の
結
果

、

で
き
れ
ば

来
年
早
々
に

任
意

、

続
い
て
法

定
の
合

併
協
議
会
を
立
ち
上
げ

た
い
。

法
定
合
併
協
議
会
が
で

き
て
か
ら
合
併
ま
で
約

二
年
か

か
る
と
思
わ
れ
る
の
で

、
時
間

的
余
裕
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。

※
参
考
に
広
報
か
わ
う
ち
(
六
月

j

八
月
号
)
及
び
、
広
報
か
わ
う

ち
合
併
特
集
号
に
も
関
連
内
容
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
下
さ
い
。

懇
談
会
参
加
状
況
表

.6、 7 6 
開Eコ 月 月

16 13 11 ‘ 7 6 5 4 2 22 16 15 13 11 8 6 
イ崖

計 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日

15 日 IJ 町 横 士 買Ij 北 井 南 北 J骨 買Ij 商 河 町 奥 公
公 松 東 灘 9ロミ 之 方 内 方 方 JII 之 方 之 西 松 民
民 海員 部 団 内 東 東 西 内 西 内 吉日 津E 館
館 JII 地 東 音E 音B 音B 西 部 JII 名

523 22 46 37 23 27 28 19 54 23 28 42 34 46 52 42 
力参日
者数

来
月
号
で
は
、
今
月
号
の
続
き
と

し
て
、
懇
談
会
で
頂
い
た
ご
意
見

な
ど
を
紹
介
い
た
し
ま
す

。

。
広報かわうち
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月
定
例
町
議
会
報
告

山
烏
坂
ダ
ム
中
予
分
水
事
業
計
画
見
直
し
案

受
け
入
れ
反
対
決
議
案
可
決
f

平
成
十
三
年
度
九
月
定
例
町
議
会
が
九
月
十
日
開
会
し
、
補
正
予
算

な
ど
二
十
五
議
案
等
を
審
議
し
ま
し
た

。

平
成
十
二
年
度
一
般
会
計
及

び
特
別
会
計
の
決
算
認
定
に
つ
い
て
は
、
特
別
委
員
会
に
審
査
を
付
託
、

川
内
町
環
境
保
全
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
は
、
保
健
福
祉
常
任
委
員
会

に
審
査
を
付
託
、
そ
の
他
の
案
件
に
つ
い
て
は
、
原
案
ど
お
り
可
決
ま

た
は
承

主
な

企平成13年 6 月 19 日・ 20 日の梅雨豪雨に

よる西大谷川の氾濫、 田畑の冠水の状況。

9月定例町議会で災害復旧経費が計上さ

れました。

補
正
予
算

梅
雨
災
害
の
災
害
復
旧
費
な
ど

で
総
額
四
八

一、

O
四
三
千
円
の

補
正
と
な
り

ま
し
た
。

-
一
般
会
計

補
正
予
算
額四

五
九
、
二
九
二
千
円

補
正
後
の
予
算
総
額

五
、

一
七
六
、
九
九
六
千
円

主
な
補
正
の
内
容
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

O
パ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム

整
備
事
業
費
補
助
金

一、

0
0
0
千
円

。
庁
舎
改
修
工
事
増
額
分
ほ
か

六
一 、

一
四
O
千
円

。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
整
備
事
業

費
(
茶
堂
集
会
所
)

一
工ハ
、
0
0
0
千
円

O
広
葉
樹
の
森

、

つ
く
り
等
委
託
料

凹
、
O
六
七
千
円

。
道
路
橋
梁
新
設
改
良
費

一
一
一
二
、

一
回
O
千
円

。
が
け
崩
れ
防
災
対
策
費

一九
、
0
0
0

千
円

。
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
費

二
O
四
、

O
五
三
千
円

。
農
林
水
産
施
設
災
害
復
旧
費

九

一 、

二
四
五
千
円

-
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

老
人
保
健
医
療
費
負
担
金
な
ど
で

補
正
予
算
額
八
、
四
五
二
千
円

補
正
後
の
予

算
総
額

九

一
五
、
三
二
九
千
円

-
簡
易
水
道
特
別
会
計

簡
易
水
道
施
設
改
修

・

整
備
工

広報かわうち

轟轟事
請
負
費
な
ど
で

補
正
予
算
額
四

、

八
五

一
千
円

補
正
後
の
予
算
総
額

二
三
O

、

二
六
三
千
円

ぬ

-
公
共
下
水
道
特
別
会
計

人
件
費
の
減
額
で

補
正
予
算
額

ム
九
五
O
千
円

補
正
後
の
予
算
総
額

七
五
六
、
七
五
九
千
円

-
介
護
保
険
特
別
会
計

介
護
給
付
費
準
備
基
金
積
立
金

な
ど
で

補
正
予
算
額
九
、

三
九
八
千
円

補
正
後
の
予
算
総
額

六
O

一、

三
三
六
千
円



-
般
議
案

O
専
決
処
分
事
項

承
認
に
つ
い
て

梅
岡
豪
雨
に
よ
る
災
害
復
旧
経

費
を
補
正
す
る
も
の
で

、

急
を
要

す
る
た
め
専
決
処
分
し
、
議
会
で

承
認
さ
れ
ま
し
た

。

O
川
内
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
選
任
同
意
に
つ
い

て高
須
賀
正
博
委
員
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
後
任
に
田
中
信
敦
氏

(
日一之
上
)
を
選
任
す
る
こ
と
に

同
意
し
ま
し
た
。

O
川
内
町
環
境
保
全
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

町長の動静

(日
再
開
3

ロ
写)
の

保
健
福
祉
常
任
委
員
会
へ
付
託

し
、
審
査
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

O
川
内
町
私
道
整
備
事
業
分
担
金

徴
収
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

川
内
町

私
道
整
備
事
業
の
施
行

に
伴
い

、

受
読
者
か
ら
分
担
金
を

徴
収
す
る
た
め
、
条
例
を
制
定
す

る
も
の
(
可
決
)

O
川
内
町
税
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

地
方
税
法
の

一
部
を
改
正
す
る

法
律
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
所
要
の
改
正
を
す
る
も
の

(可
決
)

O
町
営
土
地
改
良
事
業

(黒
岩
地

区
)
の
施
行
に
つ
い
て

町
営
土
地
改
良

事
業
(
黒
岩

地

区
)
の
施
行
協
議
申
請
に
伴
い
、

議
会
の
議
決
を
求
め
た
も
の
(
可
決)

O
町
道
の
路
線
認
定
に
つ
い
て

国
道
4
9
4

号
の
道
路
改
良
工

事
に
伴
い
、
旧
道
部
分
用
地
を
町

道
に
認
定
し
よ
う
と
す
る
も
の(

可
決)

O
平
成
均
年
度
公
共
下
水
道
事
業

竹
山
補
!

管
渠
工
事

④
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て

O
平
成
日
年
度
公
共
下
水
道
事
業

日
l

補
|

菅
渠
工
事

⑤
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て

O
平
成
口
年
度
公
共
下
水
道
事
業

竹
山
補
管
渠
工
事

⑥
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て

O
平
成
ね
年
度
公
共
下
水
道
事
業

口
補
管
渠
工
事

⑦
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て

(
四
件
い
ず
れ
も
可
決
)

O
平
成
ロ
年
度
川
内
町
一
般
会
計

及
び
国
民
健
康
保
険
、
老
人
保

健
、
簡
易
水
道
、
公
共
下
水
道
、

ふ
る
さ
と
交
流
館
、
介
護
保
険

の
各
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

決
算
審
査
特
別
委
員
会
へ
付
託

し
、

審
査
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

議
員
発
議

O
山
鳥
坂
ダ
ム
中
予
分
水
事
業
計

画
見
直
し
案
受
け
入
れ
反
対
決

議

(案
)

国
土
交
通
省
が
示
し
た
山
鳥
坂

ダ
ム
中
予
分
水
事
業
計
画
見
直
し

案
は
、
肱
川
流
域
の
治
水
、
利
水
、

河
川

環
境
を
優
先
す
る
内
容
で
、

中
予
の
三
市
五
問
に
は
何
ら
配
慮

さ
れ
て
お
ら
ず

、
肱
川
流
域
の
整

備
、
漁
業
補
償
、
取
水
地
点
も
明

確
で
な
い
な
ど

、

不
雄
定
要
素
が

多
い
と
指
摘
。

こ
の
見
直
し
案
で

は
、

事
業
費
負
担
増
と
水

仙
の
上

昇
は
避
け
ら
れ
ず
、
水
の
安
定
供

給
も
常
時
受
け
ら
れ
る
保
障
が
な

い
と
し

、
こ

の
見
直
し
案
の
受
け

入
れ
に
反
対
す
る
決
議
案

(
可
決
)

。

O
薬
剤
空
中
散
布
に
よ
る
松
く
い

虫
防
除
に
関
す
る
決
議

(案
)

平
成
九
年
度
で
中
止
し
た
松
く

い
虫
防
除
薬
剤
空
中
散
布
の
実
施

を

町
に
求
め
る
決
議
案
(
可
決
)

愛媛県戦没者追悼式

川内町戦没者慰霊祭

総務文教常任委員協議会

議員全員協議会

山鳥坂ダム建設推進協議会臨時総会

町民大運動会役員会

森林土木協会総会

北条温泉郡救急医療対策協議会

公民館交流三世代クロッケ一大会

議会運営委員会

県民総合文化祭実行委員会

総務文教常任委員協議会

公共下水道整備促進特別委員会

重信川・ 石手川治水同盟会総会

市町村知事|味|育( トッフ。 ミーティング)

国土調査中南予ブロック役員会

第 2 3 回愛媛県消防操法地区大会

9 月定例町議会(第 1 日 )

産業建設常任委員会

保健福祉常任委員会

地域活性化対策特別委員会

9 月定例町議会(最終日)

愛媛県戦没者追悼式

川内町戦没者慰霊祭

総務文教常任委員協議会

議長 ・ 常任委員

福島県小高111] 議会視察来111] 議長

議員全員協議会 全議員

山鳥坂ダム建設推進協議会|臨時総会

議長

四国土砂防災ネットワ ー ク議員連開

総会 ・ 役員会 議長

公民館交流三世代クロッケ一大会

議長

議会運営委員会 議長・運営委員
情報公開懇話会 総務文教委員長

総務文教常任委員協議会
議長 ・ 常任委員

公共下水道整備促進特別委員会

議長 ・ 特別委員

温泉郡議長会 議長

主要施策知事陳情 議長ほか
第23回愛媛県消防操法地区大会議長
9 月定例町a議会(第 1 日 ) 全議員

産業建設常任委員会議長 ・ 常任委員
保健福祉常・任委員会議長 ・ 常任委員

地域活性化対策特別委員会
議長・特別委員

9 月定例 IIIT議会(最終日) 全議員
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町政二ユース

高
齢
者
の
方
の
介
護
保
険
料
が

本
来
の
金
額
と
な
り
ま
す

高
齢
者
の
方
(
六
十
五
歳
以
上

の
方
)
の
介
護
保
険
料
の
額
は
、

平
成
十

二
年
度
か
ら
平
成
十
四
年

度
ま
で
の
三
年
間
で

、
財
政
の
バ

ラ
ン
ス
が
取
れ
る
よ
う
、
一
括
し

て
決
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

初
年
度
の
平
成
十

二
年
度
は
、

本
来
納
め
る
べ
き
基
準
保
険
料
の

額
の
四
分
の

一
を
、

二
年
目
の
平

成
十
三
年
度
に
は
基
準
保
険
料
の

額
の
四
分
の
三
を
、

三
年
目
の
平

成
十
四
年
度
に
は
本
来
納
め
る
べ

き
基
準
保
険
料
の
額
を
納
め
る
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す

。

「
新
た
な

制
度
や
負
担
に
慣
れ
る
た
め
」

一
一
一

年
間
に
わ
た
り
段
階
的
に
納
め
る

仕
組
み
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す。

本
来
の
保
険
料
の
額
は
、
町
内

の
方
が
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る

費
用
の

一
七
%
を
、
町
内
に
お
住

ま
い
の
六
十
五
歳
以
上
の
方
の
人

数
で
割
っ

た
額
が
基
準
と
な
っ
て

い
ま
す
。

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー、, 

平成12年4月か59月までの6カ月間

高齢者の方 (65歳以上の方)は介護保険料を
納めなくてよいこととなっていました。

て二三ア

平成12年10月か5平成13年9月まで
の 1 年間

U 
本来の介護保険料額の半額を納めていただき

ました。 "<二7"

制度後 1 年半が経過した平成13年 10月
かう

本来の介護保険料の額を納めていただきます。

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー'

!
一
保
険
料
は
六
十
五

(
一
歳
に
な
っ
た
月
か

5

納
め
る
の
で
す
か

。

h
一

介
護
保
険
は
四
十

J

一
歳
以
上
の
方
に
納

め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す

。

四
十
1

六
十
四
歳
ま
で
は
医

療
保
険
の
保
険
料
に
上
乗
せ

す
る
か
た
ち
で
納
め
て
い
た

だ
き
ま
す
が

、

六
十
五
歳
か

ら
は
、
誕
生
日
の
前
日
を
含

む
月
分
か
ら
、
普
通
徴
収
の

方
法
で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す

。

実
際
に
役
場
か
ら
納

付
書
を
お
送

り
す
る
の
は
、
そ
の
翌
月
に
な
り

ま
す
。

(
※
四
月
生
ま
れ
の
方
の

み
、

翌
々
月
の
六
月
か
ら
の
納
付

に
な
り
ま
す
。

)

介護保険料

Q&A 
-問い合わせ先
福祉課介護保険係

ft966-2223 

h
E
一
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

{
一
な
け
れ
ば
、
保
険
料
を

納
め
な
く
て
も
よ
い
の
で
は

。

h
一
介
護
保
険
制
度
は
、
介

J

一
護
を
必
要
と
し
て
い
る

人
を
社
会
全
体
で
支
え
合
う
こ
と

を
目
的
と
し
た
、
新
し
い
保
険
制

度
で
す
。

み
な
さ
ん
か
ら
納
め
て

い
た
だ
い
た
介
護
保
険
料
は
、
す

べ
て
介
護
を
必
要
と
す
る
人
が
受

け
る
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
費
用
を
ま

か
な
う
た
め
に
使
わ
れ
ま
す

。

医

療
保
険
と
同
様
に
保
険
料
を
お
返

し
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

今
は
介
護
を
必
要
と
し
な
く
て

も
、
本
人
、
配
偶
者
、
親
が
介
護

を
必
要
と
す
る
状
態
に
な

っ
た
と

き
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
今
、
介
護
を
必
要
と
し
て
い

な
い
人
に
つ
い
て
も
、
保
険
料
を

確
実
に
納
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

広報かわうち

ぬ



町政二ユース

だまされないで f

現置志 8;1 

水質検査のはすが・..

浄水器の購入契約!こ。
水道課の人じゃなかった
の?

まるでフk道課の職員を思わせる

服装の販売員が来訪。 水道課の職

員 と思い対応した。

コ ッフ。に水道水を入れ試薬を l

滴たらすと無色の水道水が黄色く

変色したのを見せながら、「これ

は、水質が悪いで、すね。 このまま

では危険です。j と不安をあおる 。

その場で、浄水器を取りつけ始め

る 。

あれよあれよという聞に、契約

をしてしまった。 販売員が帰った

後、契約書を見ると神水器30万円

の購入契約書で、あった。

広報かわうち

1 . うまい話にご用心
うまい話はまずないと思って

ください。 「あなただけ特別に
…」はだれにでも言っ ています。

2.はっきり言おう
「いりません」

相手はプロです。 中途半端な

態度がいちばん危険です。 特に

「結構です。」という 答え方は肯

定の意味にとられかねません。

3.説明内容は書面で確認
説明内容は契約書面に記載さ

れているかどうか確認する必要

があります。

4.日ごろの備えが自分を救う
悪質業者は次にあなたをねら

っているかもしれません。日ご

ろから被害防止対策を考えてお

く必要があります。

5 .おかしいなと思ったう
早めに確認
不審に思った場合は早めに近

くの警察や消費者センターなど

の、相談窓口に相談しましょう 。

契約後でもク ーリング・オフ

(無条件解除)ができる場合があ

ります。

命

プレゼントでもらった
はすの浄水器・ . .

いつのまに買うことに
なったのかしら?

「アンケー トに答えていただ く

と、今なら無料で均水器をプレゼ

ントします。」といわれ、アンケ

ート に答えて 、 海水器を取りつけ

てもら っ たが、 1時間後に、別の

販売員が来訪。 「均水器はプレゼ

ントですが、カ ー トリッジは月 l

回の交換が必要です。 レンタル料

として月々 2 ，800円になります。」

と説明し、さらに 「買取りの方が

お得ですよ 。 これより性能のよ い

海水器になりますが、月々3，∞0円

支払えば、 10年間使えますよ J と

言われ、思わず契約をしてしま っ

た。

販売員が帰った後、契約書をよ

く見ると、 30万円の神水器を月々

3，∞o円払いで購入するクレジット

契約であることがわかっ たO



町政ニュース

保険証は

国保加入の
証明書

保険証は正式には「国民健康保険
被保険者証j といい 、 国保の加入者
であることの証明書です。

保
険
証
は
、

一
世
帯
に
一
枚

国
保
で
は
未
成
年
者
や
幼
児
、

世
帯
主
や
家
族
の
区
別
な
く
、
み

ん
な
が
平
等
に
加
入
し
ま
す
が
、

世
帯
主
が
ま
と
め
て
加
入
手
続
き

を
行
い
、

一
世
帯
に

一
枚
の
保
険

証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

保
険
証
が
も
う
一
枚

必
要
に
な
っ
た5

次
の
よ
う
な
と
き
は

、

二
枚
目

の
保
険
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

川

内
町
福
祉
課
国
保
係
へ
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

口
子
ど
も
が
遠
方
の
学
校
へ
入
学

し

、
家
族
と
離
れ
て
住
む
こ
と

に
な

っ

た
場
合

手
元
の
保
険
証
と
は
別
に

、
⑧

印
の

つ
い
た
保
険
証
を
交

付
し

ま
す
。

口
夫
が
仕
事
で
、
長
期
遠
方
に
行

く
こ
と
に
な

っ

た
場
合

手
元
の
保
険
証
と
は
別
に
、

⑧

印
の
つ
い
た
保
険
証
を
交
付
し

ま
す
。

保
険
証
が

使
え
な
い
と
き

次
の
よ
う
な
と
き
に
は
、
保
険

証
が
使
え
な
い
の
で
ご
注
意
く
だ

'
ミ

ー
、

。

ム

C
1
V

。
病
気
と
み
な
さ
れ
な
い
も
の

-
健
康
診
断

・

人
間
ド
ッ
グ

・
予
防
注
射

-
正
常
な
妊
娠

・
歯
列
矯
正

-
軽
度
の
わ
き
が
や
し
み

.
美
容
整
形

-
経
済
上
の
理
由
に
よ
る
妊
娠

中
絶

O
他
の
保
険
が
使
え
る
と
き

-
仕
事
上
の
病
気
や
ケ
ガ

(労

災
保
険
の
対
象
と
な
り
ま
す
)

.
以
前
勤
め
て
い
た
職
場
の
保

険
が
使
え
る
と
き

O
国
保
の
給
付
が

制
限
さ
れ
る
と
き

-
故
意
の
犯
罪
行
為
や
故
意
の

事
故

.
け
ん
か
や
泥
酔
に
よ
る
病
気

や
ケ
ガ

・
医
師
や
保
険
者
の
指
示

に
従

わ
な
か
っ
た
と
き

一
口
問
い
合
わ
せ
先

-

川
内
町

福
祉
課
国
保
係

一

色
9
6
6

・
2
2
2
3

、ー'
司ー--・・ー静勾噌ーーーーーーーーーーーーーーーー'

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
初
冬
か
ら

春
先
に
か
け
て
流
行
し

、

普
通
の

風
邪
に
比
べ
て
高
熱
、
頭
痛
、
関

節
痛
な
ど

、

全
身
症
状
が
強
い
の

が
特
徴
で
す
。

特
に
高
齢
者
や
慢

性
疾
患
の
あ
る
方
が
か
か
る
と
、

症
状
が
重
く
な
り
、
死
亡
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

六
十
五
歳
以
上
で
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
指
定
さ
れ
た
医
療
機
関
に
お

い
て
、
個
別
に
受
け
て
い
た
だ
く

予
定
で
す
。

実
施
方
法

、

料
金
等
詳
し
い
こ

と
は
、
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

口
問
い
合
わ
せ
先

川
内
町
健
康
セ
ン
タ
ー

宮
9
6
6

・

2

1

9

1

現
在
、
国
会
で

継
続
審
議
さ
れ
て

い
ま
す
予
防
接
種

法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
案
が
次

期
国
会
で
可
決
成

立
さ
れ
た
場
合
、

今
期
か
ら
、
六
十

五
歳
以
上
の
方
を

対
象
に
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
実
施
し
ま

す
。

インフルエンザ

予防接モグ

ぬ



町政二ユース

老人保健

交通事故に遭ったとき・.. 
交通事故など 、 第三者の行為によ っ てケガをした場合でも 、

老人保健でお医者さんにかかれます。 ただ し、 医療費は加害
者が全額負担するのが原則ですので 、 一時的に老人保健が医 ・
療費を立て替え 、 あとで加害者に請求します。

届
け
出
の
し
か
た

警
察
に
届
け
出
る

交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら
、
す
み

や
か
に
警
察
に
届
け
出
て
「
事

故
証
明
書
」
を
も
ら
い
ま
す
。

2. 

役
場
の
老
人
保
健
担
当

窓
口
に
届
け
出
る

医
療
費
負
担
は

加
害
者
の
義
務
で
す

第
三
者
の
行
為
に
よ

っ

て
受
け

た
傷
病
の
医
療
費
は
、
原
則
と
し

て
加
害
者
が
全
額
負
担
す
べ
き
も

の
で
す
。

し
た
が
っ

て
、
老
人
保
健
で
治

療
を
受
け
る
と
、
老
人
保
健
は
加

入
者
の
医
療
費
を

一
時
的
に

立
て

替
え
、
あ
と
か
ら
加
害
者
に
費
用

町民大運動会第36回

を

請
求
す
る
こ
と
に
な

り

ま
す
。

示
談
の
前
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

口日時
10月 2 1 日 (日)

午前9時~
(雨天の場合中止)

口場所

川内中学校
グラウンド

国国
今年も、あらかじめ個人または団体に参加を募って

競技する種目を設けました。 「力自慢コンテスト J (個

人競技)、「グループ対抗リレーJ (6名で1 チーム)に

参加を希望する方は、 10月 12 日 (到までに川内町教育

委員会 (fi966-4721 )へお申し込みください。

(定数がありますので、お早めにお申し込みください)

10月 1 日か5
川内聞のホームページ
アドレスが変更になります。

....厚 さる 当ら警
事 印健保 !山 い傷窓 つ察
故か康険 戸 。 病己たで、
証ん手証 !主 届へ ら「
明 11底 22 」「、 事
書 ・ 要 を第必 il皮

医 な 提 三 ず証
療 も 出者老明
雰 の し行人 書
給 て為保」
者 くに健を
証 だよ担も

2 老 とと つ
3 人示が老た加
) 保談あ人り 害
へ健のり保、者
相係前ま健示か
談 ( にすが談 ら
く E 必 。 使を治
だ 9 ず え受療
さ 6 役 なけ費
い 6 j易 くてを
o 福 なし受

2 1:ll:: るまけ
2 諜 こう取

http://www.town.kawauchi.ehime.jp 

広報かわうち

。



町
政

• 排
水
設
備
工
事
責
任

技
術
者
資
格
試
験
及
び

受
験
講
習
会

公
共
下
水
道
の
宅
地
内
排
水
設

備
工
事
に
は

資
格
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め

排
水
設
備
工
事
の
設
計

施
工
等
に
関
す
る
認
定
試
験
が
日

本
下
水
道
協
会
愛
媛
県
支
部
主
催

で
開
催
さ
れ
ま

す
。

口
申
込
期
間

山
月
1
日

ω
I
m
月

四
日

幽

口
申
込
先

川
内
町
水
道
課

口
受
験
講
習
会

日
月
日
日

ω

午
前
叩
時
l

午
後
3

時
叩
分

【会
場
}
松
山

市
総
合
コ
ミ

ユ

ニ
テ
ィ

セ
ン
タ

ー

験

口
試ロ

月
2

日

間

午
後
l

時
初
分
1

3

時
却
分

【会
場

}
松
山
大
学

【費
用
】
受
講

、

試
験
で

7
、

0
0
0

円

国
保

出
な
け
れ
ば
受
け
ら

れ
な
い
給
付

も
あ
り
ま
す

。

次
の
よ
う
な
と
き
は

、

必
ず
M

日
以
内

に
国
保
の
担
当
窓
口
に
届

け
出
を
出
し
ま
し
ょ
う

。

国
保
に
加
入

・

脱
退
す
る
と
き

は
、
世

帯
主
が
届
け
出
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

届
け

ま
た

、

こんなとき 届け出 1 ;::必要はもの

他の市区町村から {也の市区町村の転出醐密|

国保l こ
転入してきたとき

職場の健康保険を 職場の健康保険を脱退した

脱退したとき ~il明笛

契 磁場の健康保険の 彼扶護者で芯い理由の証明
彼扶護者からはすれたとき 巴}

子どもが生Eれたとき 保険証、 母子健康手帳

と 生活保認を 保認廃止決定通知怨
耳」 受け芯く主主ったとき

外国人が加入するとき 外国人登録証明富

他の巾区町村に;I!ñ出するとき 保険~il

殿場の健康保険1 <: 国保と職場の健康保険の
加入したとき 両方の保険証(後者が未

職場の健康保険の 交付の場合は加入したこ
被扶i!i'者に芯ったとき とをgiE明するもの)

国保の被保険者が 保険証、 死亡を証明する

きると
死亡したとき もの

生活保護を受けるよっ 保険証、 保護開始決定通
に左ょったとき 知硲

外国人が脱退するとき 保険証、外国人登録E正明笹

退職者医療制度の 保険証‘年金証包
対象となったとき

同じ市区町村内で住所び
変わったとき

そ 世帯主や氏名が変わったとき
保険~il

世帯が分かれたり、
の いっしょに芯ったとき

{也
出稼ぎや.長期の旅行

修学のため、 保険証、在学~il明白
別に住所を定めるとき

保険誌を主ょくしたとき 身分を~il明するもの
(あるいは汚れて使え芯 (使え主主く怒った保険~il
く芯ったとき) TJ. ど)

こんなときは必ず14日以内に届け出を l

広報かわうち

-問い合わせ先

下水道・・・・・・・・・ ・ ・・水 道 謀 (ft966-2238) 

国保・年金 - 福 祉 課(宮966-2223 )

犬-… ・・ … 健康センタ ー (ft966-2 191 )

もよおし 一川内保育園 (ft966-2288)

中央公民館 (ft966-472 1 )

新
刊
案
内

女
は
女
が強く

す
る

井
村

雅
代

宇
津
木
妙
子

ぬ

著

女のことは女に任せて l シンクロ、ソ
フトボール、 新体操の女性コーチ 監督
が語る、女子選手の鍛え方と育て方。



社
会
保
険
事
務
所
に
よ
る

年
金
相
談

松
山
東
社
会
保
険
事
務
所
の
職

員
に

よ
る
年
金
相

談
を
次
の

日
程

で
行
い
ま
す
。

日
頃
、
年
金
に
つ
い
て
疑
問
に

思
っ
て
い
る
こ
と
、
で
自
分
の
年

金
に
つ
い
て

勉
強
し
て
み
る

絶
好

の
機
会
だ
と

思
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
を
お
見
逃
し

な
く
f

口
日目

月
4
日
同

午
前
日
時
か
ら
午
後

4

時
ま
で

口
場
所

I

l

灼
J

I

-

-

、
ミ
己
、
{
日

1
1
叶
r
m

\
q
d
ノ
λ
1
F
E
R
古
川

時

応
接
室

犬

叩
月
は
「
犬
の
危
害

防
止
対
策
推
進
月
間
」

O
飼
犬
の
三
な
い
運
動

-
放
さ
な
い

放
し
飼
い
は
事
故
の
も
と
で
す
。

家
で
は
つ
な
い
で
飼
い

、
散
歩

の
時
も
引
き
綱
を
つ
け
て

。

-
捨
て
な
い

捨
て
犬
は
、
絶
対
に
や
め
ま
し

ょ
う
。

家
族
の

一
員
と
し
て
愛

情
と
責
任
を
持
ち

、

終
生
か
わ

い
が
り
ま
し
ょ
う
。

飼
え
な
い
時
は
新
し
い
飼

い
主

を
探
し
ま
し
ょ
う
。

不
妊
・
去

勢
手
術
に
努
め
ま
し
ょ
う

。

・
迷
惑
を
か
け
な
い

道
路
や
公
園
は

ト
イ
レ

で
は
あ

り
ま

せ
ん
。

ふ
ん
尿
は
飼
い
主

の
敷
地
内
で
。

散
歩
の
時
の
ふ

ん
は
か
な
ら
ず
持
ち
帰
り
ま
し

ト
ふ
、
つ
J
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

子
育
て
広
場

口
日
時

叩
月
日
日

出
午
前
9

時
却
分
1

日
時

(
受付
9

時
1

9

時
ぬ
八
刀)

口
場
所

川

内
保
育
園

口
内
容「

み
ん
な
で
お
散
歩
し
よ

う
」

川
上
神
社
周
辺
ま
で
親
子
で
歩

く
(
歩
け
な
い
お
子
さ
ん
は
乳

母
車
で
行
き
ま
し
ょ
う

)。

秋

の
草
花
を
見
た
り

、

摘
ん
だ
り

し
て
自
然
に

触
れ
る
。

Æ~ 

ρ
H
H
 

※
足
に
あ

っ
た

靴
を
履
い
て
き
て

く
だ
さ
い
。

お
茶

、

帽
子

、

着
替

え
な
ど
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

あ
お
ぞ
ら
広
場

砂
場
や
遊
具
で
親
子

一
緒
に
楽

し
く
遊
び
ま
し
ょ
う

。

毎
週
金
曜
日

午
前
9

時
1

日
時

子
育
て
で
困
っ

て
い
る

こ
と
、

悩
ん
で
い

る
こ
と
が
あ
れ
ば
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー

(包
9
6
6

・
2

0
8
0

)ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

獅
子
舞
競
演
会

口
日
時

叩
月
日
日

ω

口
場
所

中

央
公
民
館
前
広
場

(雨
天
時
、

中
央
公
民
館
大
ホ
ー

ル
で
実
施
)

ロ
時
日

分
間
会

ど
う
し
て
「
ま
じ
め
な

男
」
「
頑
張
る
女
」
が

満
た
さ
れ
な
い
の
か

海
原
純

子

王
妃
の
館
(
上
)

浅
田

次
郎

浅
岡
次
郎

王
妃
の
館
(
下
)

浅
田

次
郎

著

精神科医として豊富な実例を持つ著者
が、ス トレスを感じやすいタイプを分析、
対処j去を解説する。

著

倒産寸前の旅行会社が考えたとんでも
芯いプランとはつ笑って泣ける人情巨
編。

著

涙と笑いの人生ツアーがついに決着 l

命
広報かわうち



全国中学校体育大会が島根県で、行われ、大 , I 
会 7 日 目の 8 fJ 24 日 川同校 3年の怜

大輝君が、柔道男子55 kg級に出場し 、 準決勝 道 ,.,ð.,. 

で敗れたものの第 3 位になりました。 辰吉
減量に苦しみながら臨んだ凹国大会で結果 で 大

が出せず、 この全国大会を目指して練習を重 出軍

ねてきた小倉君 。 全 I~ 
全国大会という大舞台市 3位という隙 君

を成川「うれしいです。 みんなの附 国
で減量や練習がうまくいったのがよかっ た」 第 r画、

と 。 「練習は苦に J 11 
ならない」という 3 内
小倉君は、これか 中
らも「前に出て攻 位
め続ける柔道J を 3 L --一
目指していくそう f 年
です。 、.〆

-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

岡
田
勢
君
(
川
内
中
3

年
)

段
跳
で
四
国
大
会
優
勝

8 月 5 日、四国中学校総合体育大会が徳島

県で行われ、陸上の三段跳で川内中学校 3 年

の岡田勢一君が13m16で、優勝しました。

全国中学校体育大会には三段跳の競技が行

われないため、残念ながら全国大会出場はあ

りませんが、記録としては全国第 4 位となる

そうです。

バ レ一部で活躍する岡田君は、垂直とび90

cmの瞬発力を活か

し、この三段跳競

技に参加。

四国大会優勝の

快挙に 「いとこの

指導のおかげで

す」と 一言。

8 月 28 日 、 JI[ 上小

学校体育館で相撲教

室が体育協会主催で

行われました。

参加した子どもた

ちは 、 実際にまわし

をしめて、相撲の基

本である“四股ふみ"

などに取り組みまし

た。

愛媛県中学校総合体育大会結果
(四国大会出場のみ掲載)

[柔道男子1

55kg級小倉大輝 優 勝

[バドミントン男子]

団体 準優勝

個人ダブルス 準優勝

村上慶太 ・村上幸佑

[バドミントン女子]

個人ダブルス 準優勝

山地未莱 ・ 吉阿佐圭

[陸上]

岡田勢一(三段跳) 優 勝

四国中学校総合体育大会結果
[柔道男子]

55kg級小倉大輝 l 回戦敗退

{バドミントン]

団体予選Y リーグ 4 位

男子ダブルス 準々決勝敗退

(村上慶太 ・村上幸佑)

女子ダブルス l 回戦敗退

(山地未菜 ・ 吉岡優圭)

[陸上]

岡田勢一(三段跳) 優 勝

全国中学校総合体育大会結果
[柔道男子]

55kg級小倉大輝 3 位

会
広報かわうち



世…-卜
: 渡部克栄君 (l|| ||町議注ン同ブ)

: 全国大会出場!

東将平

波部大吾 ・ 渡部大地

正岡泰葉・ 三宅絢美

東凌iliilì 渡部克栄

大石悠弥中川型 也

大ær友香 ・渡部加奈絵

世 1
代
ク
ロ
ツ

ケ

大

差

8 月 25 、 26 日 、 埼玉県で、行われた第 2 回全国小学

生ABCバドミントン大会に渡部克栄君(川上小 2

年) が出 i易しました。

8 組(l組 4 人) に

分かれての予選リーグ

q ， では、 3 人が l 勝 2 敗

立 で並ぶi敗戦となり、渡

1 部君は得失点で惜しく

も 3 位となりました。

翌 日行われた 3 ・ 4

位によるトーナメント

では、決勝で敗れた も

のの準優勝に輝きまし

t.:. 。

ユ

四国大会出場 f
8 月 12 1:1 、第 10回凹国小学生バドミントン選

手権大会愛媛県予選大会が、新居浜市民体育館

で、行われ、川内ジュニアパドミントンクラブの

団員が上位入賞を果たしました。

各種目 8 位以上は 、 10月 21 日 の四国小学生バ

ド ミン トン選手権大会へ出場します。

〈大会結果 〉

6 "1三生男子・

5 年生男子

5 年生女子

4 年生以下男子

4 :flô生以下男子

4 年生以下女子

シングルス{幻勝

ダ ブルス {互JJ券

ダブルス 8 位

ダブルスd削変)j券

ダブルス 3 位

ダブルス 81立

〈 大会結果 〉

優 勝 河之内公民館C チーム

準優勝 横itil団地公民館 C チーム

第 3 位 11IJ・東部公民館A チー ム

古
川

9 月 2 日、 重信川河川敷のふれあい広場

で、公民館交流三世代クロッケ一大会が行

われました。

大会は 14公民館、 164人が参加して、午前

中に予選リーグ 、 午後に決勝 リ ーグが行わ

れ、各コー ト で熱戦が繰り広げられました。

試合では 、 大人が子どもに的時に指示を

出す場面や、反対に子どもが大人に「欲張

らないで」と諭す場面もあり 、 三 世代がク

ロッケーを通して交流を深めました。

全
国
家
庭
婦
人

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

ヘ
出
場
f

第13回全国家庭婦人バレーボール

いそじ大会が10月 24 、 25 、 26 日 大阪

で、行われ、 愛媛県代表として予選 ・

県大会で優勝した温泉郡のチ ー ム

( ) 11 内 11IT 6 人と 重信 IUT 6 人で編成)

が出場します。

全国大会に向けて頑張ってくださ

し、 。

合
広報かわうち
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スポーツ少年団シニアリーダー

名本堅次君、
ドイツ交流

、'r:::、E包r::LI'- ~企占円
派層凪IL参加

日独スポーツ少年団同時交流日

本派遣団(106人 ) に愛媛県から I 人選ばれた名本

堅次君 (宮東 ・ 東温高 3 年) が 7 月 19 日から 8 月 10

日までドイツを訪問しました。

23 1::1 問の長期研修は 、 そのほとんどが民泊で「こ
と l工でコミュニケー ションを図れなかっ たことカfつ

らかっ た」と名本君 。 しかし、得るものも多く「ド

イツの文化や習慣を学ぶことができたし、なにより、

ハードな日程をこなすうち、参加者同志のきずなが

深まり、研修後もお互いに訪問し合っ たりしていい

つきあいをしています。j

今後は、「この研修を活かし、シニアリーダー と
してがんばり.たい」と抱負を語ってくれました。

-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

8 月 18 日 ~ 8 月 20 1:1 、 韓国の慶州、|で開催された日

韓スカウ ト フ ォ ーラムにボー イスカウト温泉第 2 団

の宮田直典君 (宮西 ・川内中 3 年) が参加 しました。

宮田君は「フォ ー ラムで韓国スカウトたちと話し
合いをしましたが、こ とばの壁は厚く、話し合うの

も難しかっ たけれど、スカウトたちは、心を聞き合

い、交流をすることができました」とフォーラムの

感想を諮り、ホームステイでは「韓国の家族と文化

の違いを話し合ったり、韓国米| 迎!をごちそうになっ

たりして交流を深めることができたJ とも 。 今回の

スカウトフ ォ ーラムに参加 して、「国が違っても、心

は通じ合うことがわかった。 これか ら もボーイスカ

ウト活動を続けたいj と抱負を

語っ てくれました。

宮田直典君、
日韓スカウト
フォーラムに参加

/〆ヲ第
~~~23 

回
国
:R. 

媛

苓:里

;ii;!2111iiii;語、 糧自
ぷぶ した 暗雲
・小型ポン プの部 .自動車ポン

第 6 分|王卜・・優勝 第 7 分団… 4 位. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 

渡
部
幸
星
君
、

ポ
ー
リ
ン
グ
で

国
体
出
場
!

第56回国民体育大会の夏

季大会が、 9 月 8 日から 4 日間、宮城県仙台市を中心

に開催され、 川内 11IJか ら ボーリングの少年男子の部で

渡部幸星君 (八111香 ・ 東温高 2 年) が、 愛媛県代表とし

て出場しました。

今年は昨年よりレベルが高く、健闘しましたが予選

で敗退。 渡部君は、運動がにがてで小学校、中学校と

も運動部に所属せず、見かねて父親がボーリングに連

れていったのがボーリングとの出合い。 メキメキ腕を

上げ、 今回の国体出場を果たしました。 渡部君は、 全

国のレベルを JJJしで感じ 、 「来年はーから出直し

ます」と意気込みを諮ってくれました。

ー競ヴレーヌ

川
内
中
学
校

体
育
祭
ス
ケ
ッ
チ

ぬ
広報かわうち
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老
人
福
祉
大
会

老人クラフ婦人部
[童謡の会jのコー
ラス

敬老の日の 9 月 15日、第32回川内町老人福

祉大会が中央公民館大ホールで開催されま

した。

町内のお年寄りや福祉関係者約600人が参

加した大会では、表彰式が行われ、 14~，・ 1 9

世帯が川内町長表彰を受賞、 10名が川 内町

老人クラブ連合会長表彰を受賞されました。

また、米寿を迎えられた28名に愛媛県知

事と 川 内町長から 、 金婚式を迎えられた42

組、ダイヤモンド婚式該当者28組、数え年

で100歳以上の長寿者 7~， に町長から記念日l

が贈られました。

この後、 小・ 中学生による敬老作文入賞

作の発表、老人代表意見発表、寸劇や余興

などもあり、参加 したお年寄りは楽しいひ

とときを過ごしました。

敬老作文入賞者

川上小 2 年

高岡仁奈
川上小 3 年

牙山 荊那
T!Iï谷小 4 年

八木 貴雅
東谷小 6 1f

上山 遼
川内中 2 年

村上マ リ ナ

h
F
大
会
終
了
後
、
数
え
年
百
歳

以
上
の
長
寿
者
宅

を

訪
問
し

、

記
念
品
を
贈
呈
す
る
大
西
町
長

命

;~四国圃・問自由園田ーーー四四圃固四ーーーー田園田司園田園田園圃帽園・F ・、, 

ァ

fJス明 ω園、印刷、の応募があ っ
ト TU た地球環境世界児童画コンテス ト

ヲ京日ヨ で、 川内中学校 3 年生の中村美H青

尋伯 さん時査員特別賞を受賞 しまし
主宮ノじ た。

査童 受賞作品はきれいな空を背景に
T百1 トンボが乱舞している様子を tlMîい

t 員固 たもので、 空の色が印象的です。

広報かわうち

.

4
E
貝受

ん
〉
」
々
C

7
・p

f

ん

暗

仁
ur

，

E

-
d
R

丸
山J
引
1
h柑

j
v
I
，

，J
1
日
ヰ

-
M

e
m
-
u

今
る

が
7
r
u園
事ザ
回
す

Z

F
」
り
刊
ド

岸
に
の
手

目
員
を
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「みんなのひろば」に耳寄りな情報をお寄せください。

満 1 )歳おめでとうのコーナーでは、 11 月生まれの

満 l 歳児を募集します。 1 0月 5日までに役場総務課

広報係 (n966-2222) へ写真とコメントをお寄

せください

七
月
二
日

、

空
手
交
流
の
た
め
来

日

恥
Z
悶
則

し
た
ト

l

マ
ス
・
カ

サ
l

リ

先
生
(
ニ

』
E
H
E

ユ
l
ヨ
l
ク
の
中
学
校
教
諭
)
が
、
川

日
い
て
恒
唱

内
中
学
校
を
訪
れ
、
授
業
見
学
や
教
室

7
h
h
u
ー

な
ど
の
施
設
見
学
を
行
い
ま
し
た

。

.
恥
山H

先
生
は
空
手
家
で
も
あ
り

、

体
育
館

ト
ヵ

二
階
の
武
道
施
設
に
は
興
味
を
持
た
れ

〉

勺

た
よ
う
で

、

盛
ん
に
カ
メ
ラ
に
収
め
て

引
山
ク

d
，

h

一
諮
問

い
ま
し
た
o

叶
酌
ヨ
議

ま
た
、
生
徒
へ
も
気
軽
に
声
を
か
け

、

U

一
朽

叫
F
v
ユ
円
子

い
っ
し
ょ
に
写
真
に
収
ま
る
な
ど
ナ
イ

7
.
二
中

ス
ガ
イ
な
先
生
で
し
た
。

-
4

f

l

\

れ
、

渡
部

一
秀
君

(横
灘
団
地
1

区

・

清
美
平
成
高

二
年
)
が
形
の
部
で
優
勝

(団
体
・
個
人
と
も

)、
組
手
の
部
で
三
位
と
な
り

牛
品
1
レ
れ
九。

九
月
二
十
八

・

二
十
九
日

、

東
京
の
国
立

代
々

木
競
技
場
で
行
わ
れ
る
世
界
選
抜
空
手
道
選
手
権

大
会
に
、
渡
部

一
秀
君
、
渡
部
耕
士
君
(
下
沖
・

川
上
小
五
年
)
が
出
場
し
ま
す

。

空
手
道
選
手
権
大
会
で

好
成
績
f

八
月
四

・

五
日
、
佐
賀
市
に
て

、

N
P
O

法
人
日

本
空
手
松
涛
会
全

国
空
手
道
選
手
権
大
会
が
開
催
さ

給食を試食する卜ーマス・カサーリ先生

ふ
人i芸

川
内
吟
社
九
月
例
会
報

高
原
の
風
感
じ
喰
ぶ
葡
萄
か
な

校
庭
に
子
の

声
も
ど
り
涼
新
ク

稲
妻
や

一
際
高
き
太
郎
杉

神
苑
に
師
の
句
碑
な
じ
み

涼
新
p

も
ら
ひ

湯
に
急
ぐ
畦
道
稲
光
リ

新
し
き
塔
婆

一
つ
や
法
師
蝉

新
涼
や
早
出
の
バ
イ
ク
風
切
7

て

カ
ー
テ
ン
の
揺
る
〉
小
窓
や
涼
新

ク

な
だ
ら
か
な
丘
の
起
伏
や
葡
萄
畑

独
り
居
の
葡
萄
匂
へ
る
仏
聞
か
な

絵
馬
堂
に
作
ち
て
新
涼
あ
り
に
け
り

稲
妻
や
農
の
ゆ
と
り
の
夕
食
後

田

慶

広報かわうち

幸日
蜘 久主慶英水 典治 千静照斗
谷枝税一隆穂子子春波幸清

ぬ

池 矢矢熊渡 池 大楠近小高菅
川野 野田部 川下 藤倉瀬野

朝晩めっきり秋らしくなっ

た 9 月 1 日、西組の貸し農園

で、いも たきの交流会が行わ

れました。

貸し農園で、野菜などをつく

っている 町内外の方約 20人

と 、地元との西組

営農組合のメ ンバ

ー ら約20人が、貸

し農園横に設けら

れた手づくりテー

ブル席でいもたきをつ

つきながら、野菜づく

りの話や川内町の話な

どに花を咲かせ 、 交流

を j菜めていました。

西
組
でいも

た
き
交



の川
〕
内)

( 10月 1 1 日生)

い
く
み

河
野
郁
実

く
ん

川
柳
も
づ
く
吟
社
九
月

例
会
報

高
瀬
喜
撰
亭
選

リ

ズ
ム
感
な
ど
は

要
ら
な
い
仕
事
唄

大
島

実

要
所
へ
わ
相
槌
打
っ

て
聞
き
上
手
野

中

友
親

リ

ズ
ム
感

一
つ
づ
ら
し
て

受
け

て
お
り
大
西
辰
夫

痛
か
っ
た
火
中

の
栗
を
つ
い
拾
い

松
岡

義
国

心
音
の
リ

ズ
ム
に
医
者
の
に
こ

や
か
に
山

本
ひ
ろ
志

和
尚
さ
ん
と
リ

ズ
ム
が
合
わ
ぬ

お
念
仏
平
岡

深
舟

言
い
勝
っ
て
心
が
痛
む
帰
り
道

山
本
紫
芳

婆
ち
ゃ

ん
の
奥
の
手
孫
へ
鼻
ぐ
す
り

高
岡

紫
温

結
局
は
弱
者
ば
か
り
に
来
る

痛
み

岡
本
武
士

ベ
ン
チ
前
手
荒
い
迎
え
ホ
ー
ム
ラ
ン

篠
森
美
登
里

父
さ
ん
の
リ

ズ
ム
で
帰
る
靴
の
音
高

瀬
喜
撰
亭

問
屋
地
区
獅
子
舞

写
真
は
、
昭
和
十
四

年
、
問
屋
集
会
所
前
で
獅

子
舞
関
係
者
が
集
ま
り

、
記
念
撮
影
し
た
と
き
の

も
の
。

河
之
内
地
区
で
は

当
時
、
問
屋

、

狩
場
、
日
浦
、

音
田
の
四
集
落
が
毎
年
順
番
で
十
月
十
五
日
の

祭

り

の
日
に

獅
子
舞
を
演
じ
て
お
り

、

昭
和
十
四
年

の
こ
の

年
は
、
問

屋
地
区
が
当
番
で
あ
っ
た
よ
う

で
す
。

問
屋
地
区
の
獅
子
舞
も
昭
和
四
十
年
頃
ま
で
続

い
て
い
ま
し
た
が

、

子
ど
も
の
減
少

、

後
継
者
不

足
、

指
導
者
の
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
途
絶
え
、
今

は

集
会
所
に
太
鼓
や
獅
子
頭
な
ど
が
残
っ
て
い
る

だ
け
で

す
。

(
写
真提
供

問
屋

晋
さ

ん
)

午
1111 
十

H寺

日
時

十

一
月
十
日

出

場

所

川
内
町

福
祉
錨

宿
題

ベ
テ
ラ
ン

・

夢

一候
・

絹
・

中

心

会

費

五
百
円
昼
食
及
び
発
表
誌

こ

遠
慮
な
く
参
加
く
だ
さ

い
。

お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

近
藤

な
つ
か
し
の

写
真
を

募
集
し
ま
す
。

役
場
総
務
課
広
報
係
ま

で
ご

一
報
を
!

笑顔が素敵な郁実君。
お兄ち ゃんと 緒に大きくなあれσ

(父母より )

~婦人会かう~
9月 l 日 ( 日 )の廃刊11石けんづ くり に は、 大勢の

方に参加し 、 ただき あ りがとうございま した。 おか

げで 1300個の石けんができつつあ り ま す。 1 カ 月

乾燥すると石けんになります。 年末プ レゼントや

施設訪問等に使わせていただき ま す。

0平成13年度地域女i性グループ (温泉北条

上浮穴) 自主企画イベント

日時 10月 2 日 (火) 午後l時-4時

場 所 愛媛県女性総合セ ンタ ー

(J 11 内 IIr[中央公民館12時出発)

テーマ 自然の悲鳴が聞こ え ませんか

~いま、私たちにでき るこ とは~

(小圧1. 川内 ・ 中島の実践発表、 パネルデイ スカ

ッ ション、体験学習)

※9月末日までに申 し込みをして く ださい。

O三恵ホーム包布縫い
10月 11 日 (木) 午前911寺30分に三恵ホームへ集

合。 どなたでも愛の心でご参加 ください。

0文化祭バザーの不用晶集め
よ ろしくお願いします。 あなたの不用品は私

の必要品です。 愛のタオル一枚運動もよろしく

(施設訪問 します) 。

0 10月ボカシづくり・塩ケ森ウオーク

10月 28 日 ( 日 ) 午前811寺30分に中央公民館』こ集

合し 、 i);[ケ森ウオーク 。 午後211寺か ら 中央公民館

にてボカシづくりをします。 米のと ぎ汁を少々

ご持参ください。

お誘い合せてご参加 く ださい。 川内の環境は、

川内の人で守二り ま し ょ う 。

命
広報かわうち



インフォメーション

募

集

園
川
内
中
学
校
パ
ソ
コ
ン

圃
講
座
受
講
生
募
集

口
対
象

町
民
の
み
な
さ

ん

口
日
時

左
の
表
の
と
お
り

口
場
所

川
内
中

学
校
特

別
教
棟
3
F

(川
内
中

学
校
に
駐
車

可
)

.講座内容

日

10/7 

主な内容

Windowsの基本操作、日本語
の入力の方法
かんたんな文Ì:ï を作成しよう

インターネット|イ ンターネ ァ ト について 、 t食
1 0/ 13 1土|を使ってみよう| 索の方法、お気に入りへの登

録、 いろいろなホームページ

電子メ ルを使|メ ルの作り方、 送信受信、
10/20 1土|ってみよう 177 イ ルをつけて送信、アド

レス帳の利用

表計算ソ フトとは、数値や文
字の入力、簡単な計算

日程| 講座名

|パソコシの操作
EII に慣れよう

中
巾
人

{
 

ト
を

フ
l
l

、
つ

ソ

e
r

か

恰
汁C
み

計
x

て

表
E

つ

日11/4 

口
費

用

テ
キ
ス
ト
代
自
己

負
担

口
申
し
込
み

事
前
の
申
し
込
み
の
必
要
は
あ

り

ま
せ
ん
。

当
日

、

直
接
お
越

し
く
だ
さ
い

。

住所録の項目を設定、データ
の コ ピ や移動、並び換え 、
計算式の入力 、 印刷

文字の入力 、 数字やアルファ
ベットの入力、文章の挿入や
削除、文字:サイズの変更など

図やカットの入っ た、見やす
い説明書を作ってみましょう

オリジナルの年賀:17( (裏面を
中心に)を作成し、印刷して
み ま しょう

※来年度の日程につきましては 、 後日連絡いたします。

1 1 / 10 1よ|文化祭のため、休み

E x c e I で住
11 / 18 1 日|所録や集金表を

作ってみよう

ワープロソフト
日 1 (Wo l' d ) の
利用

図やカ y 卜 の入
った文章づくり

12/ 16 1 日|年先|犬づくり

日

12/2 

12/9 

園
経
理
事
務
(
中
級
)
技
術

圃
講
習
会
受
講
生
募
集

口
対
象

就
業
を
希
望
す
る
女
性

口
科
目

経
理
事
務

(
全
商
簿記
検
定
2

級
)

口
日
時

日
月
四
日

間
1

1

月
お
日
樹
ま

で
の
聞
の
む
日

口
会
場

松
山
市
山
越
町
4
5
0

番
地

愛
媛
県
女
性
職
業
セ
ン
タ
ー

口
定
員
・
受
講
料

却
名

・

無
料
(
教
材
費
自
己
負

担
)

口
受
付
期
間

山
月
辺
日
開
i

m
月
担
日
同

口
申
込
方
法

印
か
ん
持
参
の
う
え
、

女
性
職
業
セ
ン
タ
ー

愛
媛
県

(E
9
2
 

3

・
2
2
0

1

)
へ
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

キ目

日炎

-
高
齢
者
・
障害
の
あ
る
人
の

圃
人
権
問
題
に
関
す
る
ロ
時
間

圃
電
話
相
談

時

口
日目

月
1

日

間
午
前
9

時
i

午
後
9

時

口
電
話
番
号
(
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
)

ハ
U
1
i

nノ
ム
ハU

・
ハ
U
つ
L
「hd

・

E
J
巳
J
ハ
U

口
相
談
内
容

高
齢
者
の
扶
養
、
介
護
、
独
居
、

社
会
参
加
等
高
齢
者
の
人
権
問

題
及
び
障
害
の
あ
る
人
の
扶
養
、

介
護
、
社
会
参
加
等
障
害
の
あ

る
人
の
人
権
問
題
に
関
す
る
あ

ら
ゆ
る
相
談

(
無
料
・
秘
密
厳
守
)

口
相
談
担
当
者

人
権
擁
護
委
員
(
弁
護
士
資

格

の
あ
る
者
も
含
む
)
、
法
務
局

職
員

口 ・・・圏
雲 日相母
安 時談性
l害 健
口康

会金:
同

理
電
話

午
前
9

時
1

ロ
時

広報かわうち

口
電
話
番
号2

9
4
1

・
1

5
9
7

口
相
談
内
容

事
業
主
や
働
く
女
性
の
皆
さ
ん

か
ら
の
母
性
健
康
管
理
に
関
す

る
相
談
(
無
料

・
秘
密
厳
守
)

口
相
談
担
当
者

産
婦
人

科
医
師

人
権
相
談
所

口
日山

月
3

日

附
午
後
1

時
1

4

時

口
場
所

川
内
町
中
央

公
民
館

口
相
談
内
容

差
別
、
家
庭
内
の
問
題
、
近
隣

と
の
紛
争
、
借
地

・

借
家

、

児

童
・

生
徒
の
い
じ
め

・

体
罰
、

交
通
事
故
な
ど

口
相
談
担
当
者

法
務
局
職
員
、
人
権
擁
護
委
員

時

ぬ



い
じ
め
・
な
や
み

等

の
教
育
相
談

口
日毎

週
月

・

火
・
水

・

金
曜
日

午
前
8

時
ぬ
分
1

午
後
5

時

口
場
所

中
央
公
民
館

時

2

指教
育
相
談
室

口
内い

じ
め

・

不
登
校

・

学
業
不
振

等
教
育
上
の
悩
み
に
つ
い
て

、

本
人
ま
た
は
保
護
者
・
関
係
者

か
ら
の
相
談

口
相
談
員

教
職
経
験
豊
か
な
男
女
の
教
育

相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

(無
料

・
秘
密
厳
守
)

口
電
話
相
談

E
9
6
6

・
6

1

5
0

Fデπ

主宰

インフォメーション

週
間

週

閏

「
法
の
日
」

叩
月
1

日
は

、

「
法
の
日
」
で

す
。

「
法
の
日
」
は
、
法
の
役
割

と
そ
の
重
要
性
を
国
民
の
皆
さ
ん

に
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
に
制
定
さ
れ
ま
し
た

。

裁
判
所
、
法
務
省
及
び
日
本
弁

護
士
連
合
会
で
は
、
叩
月

l

日
か

ら
の
1

週
間
を
「
法
の
日
」
週
間

と
し
、
各
地
で
講
演
会
、
座
談
会
、

無
料
法
律
相
談
な
ど
各
種
の
行

事

を
実
施
し
ま
す
。

行
政
相
談
週
間

と

行
政

相
談
所
の
開
設

総
務
省
で
は

、

行
政
相
談
制
度

を
広
く
知

っ

て
も
ら

い
、
そ
の
利

用
を
促
進
す
る
た
め
、
本
年
は
叩

月
日
日
か
ら
幻
日
ま
で
の
1

週
間

を
「
行
政
相
談
週
間
」
と
定
め
、

全
国
的
に
各
種
の
行

事
を
行
う
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す

。

こ
の
週
間
行
事
の

一
環
と
し
て
、

川
内
町
で
も

、

総
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
委

員
が
、
次

の
と
お
り
行
政
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
。

こ
の
機
会
に
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い

。
(相
談
無
料

・

秘
密
厳
守
)

口
日
時

叩
月
日
日
側

午
後
1

時
1
4

時

口
場
所

川
川
h
1

げ
リ
一口
問
ι
札
jhロ
H
M

1
1
J

Fレ
ー
刊
刊
ト
ウA
U
4才
i

品
目

口
相
談
員

行
政
相
談
委
員

和
田
義
雄

総
務
省
愛
媛
行
政
評
価

事
務
所

職
員

口
相
談
内
容

道
路
、
交
通
安

全
、

登
記
、
郵

便
、
消
費
生
活
、
社
会
福
祉

、

公
害
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
改

善
に

関
す
る
意
見
・
要

望
な
ど

も
よ
お
し

愛
媛
大
学
医
学
部
附

属
病
院

市
民
健
康
講
座

口
対

象

一
般
社
会
人
約
2
5
0

名

口
日
時

叩
月
6

日

ω
午
後
2

時
1
4

時

口
場
所

愛
媛
大
学
医
学
部臨

床
第
l

講
義
室

口
講
演
内
容

①

「
更
年
期
で
変
わ
る
心
と
か

ら
だ
」

産
婦
人
科
学
教
授
伊
藤
昌
春

②
「
脳
ド
ッ
ク
で
見
つ
か
る
無

症
候
性
の
脳
疾
患
」

脳
神
経
外
科
学
教
授
大

西
丘
倫

口
問
い
合
わ
せ
先

受
講
料
は
無
料
で
す
。

な
お
、

詳
し
い
こ
と
は

、

愛
媛
大
学
医

学
部
総
務
課
庶
務
係
ま
で

(E

9
6
0

・

5

1

2
2

)

時

秋
の
花
フ
ェ
ス
テ
ィバ
ル

口
日山

月
1

日

開

山
月
2

日

ω

口
会
場

愛
媛
県
花
き
総
合

指
導
セ
ン
タ

(2
9
6
4

・
5
8
6
7

)

‘~ごみの収集日
、-圃園唾E 清掃センター電話 966-4989

1 . もえるごみ

9

時
l

m
時

9

時
l

日
時

I1文書~ II程日 収 集 地峡 収集変更日又は収集休止日

月-木
東谷・西谷・土谷・滑川 10月 8 日 (月)は
奥松瀬川 ・天神 10 月 9 日伏)に収集

4ι'Jf 

北方東 ・ 北方西
火 ・ 金

南方東 ・ 南方西
迎 変更なし

水土
町西・町東 (天神を除く )
山田・横灘団地 ・ 前松瀬川

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か

給
水
装
置
工
事
事
業
者

の
追
加
指
定
に
つ
い
て

平
成
日
年
8

月
幻
日
付
け
で
、

川
内
町
給
水
装
置

工
事
事
業
者
と

し
て
追
加
指
定
し
た
業
者
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

口
側
大
和
設
備

松
山
市
居
相
町
1

3
7

番
地
l

(2
9
5
6

・
8
3
2
2

)

2 . もえないごみ ・ 有資源回収
ベットホ' ト Jレ・ プ~l7 ス空

有ftiEji.回収
さをさ缶m

収集地域 トレイ類 ピン#i及ひ
く吃~l1 i也類もやさないもの 蛍光灯 ~TI

東谷西谷土谷滑川
1011 (月) 10/ 11休) 1 0/ 1 5(月) 1 0/22(月)

奥松瀬川 天布1I

北方東北方jLq . 南方東
1 0/2ω 10/ 12(剣 10パ 6ω 1 0/23ω 

南方酋

IIIT西 IlJ] 東 (天神を |徐く :1 1 0/3(水) 1 1 0/ 1 0休) 1 1 0パ 7(別 1 0/24附
山 田・検i雑団地 ・前松瀬川

ぬ
広報かわうち



10月健康情報
ft966-2191 

10月は、 食生活政善普及月間

実施日 検診内容 受付時間 i易所

10月 4 日(木) 回同 午前7時30分 ~9U寺

11 日(木) 大腸前立腺 午前7時30分 ~ I O時 健康

2S 日 (木) 子宮 ・ 乳・ センター

11 月 ! 日(木) 甲状I!泉

|島町田潤順調1;閥
0健康相談・栄養相談

血圧測定、尿検査を行っています。 健康に関することは

お気軽にご相談下さい。

日 時 毎週水曜日午前911寺 ~ 12時

場所 健康センター l階 運動指導室

検診料金

胃がん 900円 大腸がん 600円

前立腺がん 500円 乳がん 400円

甲状11泉がん 400円 子宮がん 700円

* 誕生日がん検診ご案内の方は、無料です。

0ことろの健康相談

精神的に不安定だっ たり、

お受けしています。

日 時 10月 12 日 (金) 午後l時30分~3時30分

場所 健康センター及び家庭訪問

(注)予約制ですので、事前に保健婦までご連絡下さい。

お年寄 りの痴呆等の相談を

ー事担問問宿..  自由明白畑E
何:週月曜日 午前8時30分~ 9時

健康センター

印鑑、 登録をしている犬は鑑札

予防注射済票

日時

場所

持参品

午前111時~ 12時

午後l時30分~2時30分

午後3時 ~4時

0滑川健康相談

日 時 10月 1 9 日 ( 金)

場所 九騎

生活改善センタ ー

海上集会所

午前9時~ 1O時30分

午前10時50分~ 12時10分

午後1時30分~3時20分

午後3時40分~4時30分

H-司
時 10月 10 日(水)
所 松山ゴルフ倶楽部側

四国乳業(槻松山支店

川内 11町役場別館前

1t' 予銀行(槻川内支店

日

場

I1信義調理
0いきいき健康講座

「だまされない健康法

~肩 こり ・ 腰痛などスト レ y チ体操~J

高岸鍛灸院院長高岸 喜久男

10月 18 日 (木)午後7時30分~ 9時

健康センタ- 2階

健康手帳 (お持ちでない方は当 日 差 し上げます)

(注) 運動のできる服装で来てください。

講師

日 時

場 所

持参品
団I白血悶司 (診療時間 :午前gßト午後51時

日 当番医 住所 電話

7 日 ( 日 nii1日 ) 愛媛十全医療学院付属病院 川内阿南方 966-5011 

8 日 (体育の日 ) いのうえ小児平| 重信町野田 955-0055 

14 日 ( 日畷日 ) 中川病院 松山市南梅本 IIIJ 976-7811 

21 日 ( 日 l曜日 ) 国立療養所愛媛病院 重信問機河原 964-2411 

28 日 ( 日曜日 ) 岸本医院 川内町北方 966-5670 

四回詰Eヨ

日 時 対象児と注意事項

3カ月 ~ 7歳6カ月の者。

10月 2 日 (火)
* 百日ぜきにかかっ たこ と の

三種混合
午後2時~ 3時

ある方は二種混合 ( ジフテリ

ア・破傷風) を受付 で申し出て

ください。

10月 16 日 (火) 3 カ月 ~7歳6カ月の者。

ポリオ 10月 22 日 ( 月 ) * 下痢をしていると 受け ら れ
午後2時~3時 ません。

広報かわうち

会

健康センタ -2 階

母子健康手帳、予防接種手l帳、体温計

場 所

持参品



健康センターから
(+18人)

(+10人)

(+ 8人 )

(+ 8戸)

町の動き
( 9 月 1 EI 現在)

11 ， 329人

5 ， 357人

5 ，972人

3 ，955戸

口
数男
女
帯

人
世

戸籍の窓
( 8 月受付分・敬称略)

食お誕生おめでとうございます

|劃酌班長摺
0 1 歳6カ月児健康診査

日時 10月 18 日 (木)受付

場所 健康センター 2 1措

対象児 平成12年2 ・ 3 ・ 4月生まれの幼児

内 容 身体計測、問診、貧Jfn検査、 小児科診察、 歯科診察

保健指導 (栄養・歯科)

母子健康手11握、アンケー ト (事前に送付します。 )

午後l時~ 2時

生年月日

7.18 

7.22 

7.27 

7.28 

8.8 

8.8 

8.11 

8.19 

8.19 

前

勺
代
一ぃ依
一ニ子
一ゃ也
一幻郎
一日夏
一
￡
主
化

太
一円大

ヒ
ユ

一

τ
々
一
一
一
一
一
一

4

F
紗
了
麻
一
心
萌
一目達
一札玲
一z万
一U随
一川龍
一日修

保護者

川内マンション| 竹井 修

高木 l ' 本田哲士
下;11 1 井上純平

判中 |権名津敏樹
八怖 |菅野慎太郎
市場 |上岡耕土
茶堂 |吉悶謙治
西之側 |花山 博IIB
惣日1谷下 | 仲田千康

住所

持参品

0育児相談

日時 10月 30 日 (火)受付

場所 健康センター 1階

対象児 平成13年3 ・ 4月 平成12年8 ・ 9月 の乳幼児

(生後6 ・ 7 ヵ月、 l歳1 ・ 2 ヵ月 )

身体計測、発達チ ェ ック 、 育児相談、 栄養相談

母子健康手11長・アンケート (事前に送付します。)

午前9時 ~ 10時

内容
F宍口寸書口口

0育児学級

日時 10月 30 日 (火)受付
場所 健康センタ- 1Il1~ 

対象児 平成13年6 ・ 7 月 平成12年11 月 . 12月の乳児

(生後3 ・ 4 ヵ 月、 10 ・ 11 ヵ 月 )

身体計 ìf!lJ 、 発達チェック、 小児科診察 、 育児相談、

栄養相談

lヨ子健康手11炭 ・ アンケート (事前に送付します。 )

午後l時 ~ 2時

住所 氏名 年齢 死亡月日 世帯主

下i 'i ' 樋口利子 73 7.29 樋に| 孝子

ïl_li中村 戸弁覚ー 83 8.7 戸チ | 純子

ガリラヤ~r 岩森シン 84 8.9 岩森シ ン

西中村 伊藤貞子 76 8.11 伊藤貞子

保免 高城士朗 76 8.11 高城 一心

1!!!.~釘 づEゴI 宇高 7t~t 79 8.16 宇高 rr 

間m~ i!í: Ji暴サカヱ 90 8.19 近Ji事 )1土八日11

惣田谷下 八木フサ子 79 8.19 八木フサ子

ヂ|千l下 大窪苅夫 56 8.22 大窪 ~í'i夫

iñf之内音田 曽我部フミ子 77 8.23 字!J!Ï'登志ー

女ごめい福をお祈りいたします

... 官、
谷内交通事故の発生状況

t土宍口
て7 矛，口口

0乳幼児相談
日時 勾A週水曜日午前9時 ~ 12時

場所 健康センタ- 1階

内容 身体計測 、 育児相談

持参品 母子健康手11辰

生
一
者
一
者

発
一
死
一
傷

、
、
』
，
〆

「
近
頃
の
若
い
者

、
集
記

J
は
す
ご
い

。
」
こ
れ

戸
編
後

、
が
今
月
号
の
素
直
な

〆
r
I
h

、
、
感
想
で
あ
る

。

国
体

、

全
国
大
会
、

四
国
大
会
、

国
際
交
流
な
ど
、
若
い
人
た
ち
の
活

躍
が
目
立
つ
。

記
事
に
は
で
き
な
か

っ
た
が
、
こ

の
ほ
か
に
も
目

立
っ
た

活
躍
を
し
た
若
者
は
多
い
。

「近
頃
の
若
い

者
は
情
け
な
い
。

」

と
嘆
い
て
い
る
大
人
た
ち
が
い
る

が
、
実
は
、
大
人
た
ち
の
方
が
無
気

力
で
あ
っ
た
り
す
る
の
で
は

:
・
。

若
い
人
の
活
躍
を
目
の
当
た
り
に

し
て
い
る
と

、

そ
の
工
、
ネ
ル
ギ
ツ
シ

ユ
な
力
に
あ
や
か
り
た
く
な
っ
た

。

表紙の写真
9 月 9 日、川内中学校で、行われた愛媛県消防操法

地区大会の小型ポンプの音11で仮ー勝 した第 6 分団員。

1 カ月余り前からこの大会目指し、毎夜操法練習に
励んできた団員たちは、練習もビデオを織り 、 それ
ぞれの動きをチェックするíf&底ぶりでした。
第23聞を数えるこの大会で、 川内 IIQ が俊勝はおろ

か、上位入賞を果たしたのは、今回が初めて。

命
広報かわうち
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古古，3i

乳生さん 砂
お堂のそばにイ
チョウの古木があ
り、その気根があ
たかも乳房のよう
である。
と の気根を削

り、煎じて飲むと
乳が出るといわ
れ、今も参詣者が
あるという 。

‘ イチョウの幹から
垂れ下がっている
気根。

.... 
木の高さ 16m 、
目通り 3m、サ
クラの木では町
内-ω巨木であ
る久尾工 ドヒガ
ンザクラ (町指
定天然記念物)
の横の道を行
く 。

a‘ 
なだらか芯山頂付近にあった石切場跡。
(高さ5m 、 直径 1 0m余りあった。 )

口行程

久尾登り口 (西谷小学校上)

I 5 分 (車で)

久尾(エドヒガンザクラ ・乳生さん)

I 1 時間 (徒歩で)

石切場跡

県
道
美
川
川
内

線
に
入
り

、
西
谷
小
学
校
上
か
ら
右
に

折
れ
山
道
を

行
く
と

、

や
が
て
勾
配
が
緩
や
か
に
な
り

、
山

の
中
腹
の
拓
け
た
所
に

出
る
。

こ
の
辺
り
が
「
久
尾
」
と
呼
ば
れ
る
所
で
、
こ
の
地
域
で
は
一

番
早
く
拓
か
れ
た
所
で
あ
る
と
い
う

。

ち
ち
市

車
を
停
め

、

す
ぐ
近
く
の
林
の
中
に
あ
る
「
乳
生
さ
ん
」
に
立
ち
寄

る
。

木
立
に
固
ま
れ

、

昼
な
お
暗
い
空
間
に
、
お
地
蔵
さ
ん
が
お
杷
り

し
て
あ
る
古
び
た
お
堂
と

、

そ
の
傍
ら
に
古
い
イ
チ
ョ
ウ
の
大
木
が
あ

る
。

イ
チ
ョ
ウ
は
、
お

堂
を
横
切
る
よ
う
に
斜
め
に
伸
び
て
お
り
、
そ

お尾

久く

の
上
部
に
は
下
か
ら
つ

っ

か
い
棒
が
し
で
あ
る
。

今
で
も
参
詣
者
が
あ

る
の
で
あ
ろ
う
、
周
辺
は
き
れ
い
に
掃
除
さ
れ
て
い
た

。

乳
生
さ
ん
を
あ
と
に
、
久
尾
エ
ド
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
横
の
道
を
し
ば
ら

く
行

っ

て
か
ら
山
中

に
入
る
。

尾
根
ま
で

一
気
に
登
る
が
、
途
中
の
山

中
に
は
、
石
を
加
工
し
て
い
た
作
業
場
で
あ
ろ
う
か
、
石
を
盛

っ
た
よ

う
な
所
が
そ
こ
か
し
こ
に
見
え
た
。

更
に
尾
根
伝
い
に
は

、

石
を
切
り

出
し
た
と
思
わ
れ
る
大
き
な
穴
が
、
い
く
つ
も
残
っ
て
い
た

。

山

中
に
埋
も
れ
て
い
る
営
み
の
跡
に

、

「
久
尾
石
」
が
当
時
、

な
産
業
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る

。

大
き


